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 新年会の開催に合わせ、下町の豆奴一座の皆さんに、今
年の初笑いを届けていただきました。 
 歌や踊りを鑑賞して、手を叩いて楽しんでおられる方も
いらっしゃいました。「よかったよ～」、「いいもの見れ
たわ」と皆さん笑顔で感想を話してくださいました。 
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正月の掲示物 
いろいろ 

西１階 

西２階 
ショートステイ 

新年を迎え、園内の掲示物も
お祝いムードに模様替えです。 

申年に因み、「見ざる言わざる聞
かざる」の飾りつけを製作！ 

寄せ鍋 

西２階 
東２階 

ﾗｰﾒﾝｾﾚｸﾄ 

ショート 

ﾗｰﾒﾝｾﾚｸﾄ 

あったか料理 
いろいろ 
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 おせち料理は、一年に五回ある節句の時に、 
神様に供える料理として作られたのが始まりです。 
それがいつしか、正月料理だけを指すようになり、「おせち料理」と
呼ばれるようになりました。そして現在でも、大晦日の内に神様に
供えるために作り、年があけたらそのお下がりをいただくという風習が
残っています。 
 また、三が日の間は炊事をしない・台所に入らないという風習が
あったため、日持ちする料理を作り、三が日の間はその料理を食 
べていました。確かに子供の頃、三が日にはスーパーも空いておら
ず、おせち料理しか食べていなかった覚えがあります。大体二日目
ぐらいで飽きてきて、ほかの料理を食べたくなったものです。 
 
 雨晴苑では、正月の１日２日のお昼ご飯に、お 
重に入れて皆様に愉しんでいただいています。 

おせち料理 


